

























































































（IFRS）を公表し，平成17年（2005年）に EU が IFRS を導入する。当時，わが国
上場会社が抱える連結子会社を含むと，約８万社が IFRS に対応しなければならな
いと，多くの上場企業や監査法人が右往左往していた。
米国の会計基準に通じていた島田先生は，IFRS が会計基準の国際的な統一の本
流にあると判断し，いち早く研究された。日本公認会計士協会の会員にその成果を
伝えるのに東奔西走されていた。
千葉商科大学大学院に会計ファイナンス研究科が開設されたのが平成17年。島田
先生は，研究科教授として会計基準，ディスクロジャー，IFRS などの科目を担当
された。この時から島田先生とは，図書館４階の研究室を共用することになった。
もっとも，先生はあいかわらず日本公認会計士協会主催の研修会の講師として東奔
西走されていた。教授会とか入試の時には，市川校舎においでになる。先生の授業
は，もっぱら丸の内サテライトでおこなわれた。先生が授業の度に作成される資料
は，テーマの時代的背景から書き起こし，テーマの概要，会計処理の比較と，要点
を簡潔にまとめてあり，学生には大いに役に立つ。
先生は，本学の教授をされながら平成20年には，日本公認会計士協会の業務本部
長兼自主規制本部長に就任される。そのかたわらで，多数の論文を発表されている。
特に先生が日本公認会計士協会の機関誌「会計ジャーナル」平成18年３月号に掲載
された『包括的長期為替予約のヘッジ会計に関する監査上の留意点（リサーチ・セ
ンター審理情報［No19］）に対する訴訟判決について』においては，長期の包括的
為替予約が，ヘッジ会計の対象になるか否かにおける訴訟の担当者としての経緯を
解説および論証され，その結論は，わが国における公認会計士業界と金融業界に多
大な影響を与え，今なお頻発する金融機関と企業との間でのデリバティブを巡る訴
訟にも大きな影響を与えていると聞いている。
いつも忙しくされている先生だが，ある時，数人の先生達のあいだで日本人はサ
カナをよく食べるといった話に興じたことがあった。ポルトガルの首都リスボンで
もイワシの塩焼きを食べさせる店が多いという話を先生がされた。
ちょうど私も，コインブラでおこなわれた学会で，リスボンを経由し，くだんの
イワシを食べていた。そのころも，リスボンではカラシ色の木造の路面電車が，石
畳の細い路地やアスファルト舗装の大通りを走っていた。高低差の大きい街なの
─ VII ─
で，どこにでも電停のある路面電車は少ない距離でも移動するのにも便利であっ
た。
私の入った店は，路面電車の走る路地からチョット入ったところにある。店先に
据えた半分に切ったドラム缶でイワシを焼いていた。イワシの油が炭に落ちてモウ
モウとケムリをだしていた。島田先生のリスボンのイワシの店は，夕方のケムリの
向こうの灯りの色も思い起こさせるような話しぶりであった。
先生は，退職後も客員教授として学生を指導されている。50歳代で資格取得を計
画され，その自らの専門性を担保として生きるという計画を実現された。仕事をし
ながら試験勉強をし，あるいは論文を書き，資格の取得を目指す社会人学生に，「始
めるのに遅すぎることはない」と語る先生は，よい指導者であり，目標でもある。
島田先生は，また，時間ができたら本を一冊書きたいとおっしゃっていた。
IFRS に係わるものなのか，あるいは，これまで旅をされた諸国の漫遊記のような
ものか，あるいはその両方なのかもしれないが，拝読の機会が早ければと思う。
